
サ　ン　マ　棒　受　網漁業試験

宇　野　守　一，　安　　　源之允

緒 論

昨宜に引続いて今年も東北海区を中心としたサンマ群を対象として解禁前の一斉漁場調査及び漁期由の

漁場調査を実施しサンマ群の分布回？輝状態，海況との相関性等の調査を突施した。

Ⅰ　解禁前漁場調査

趣　　　　旨

本年匿のサンマ試験調査については，東北区水憂研究所が主体と怒れ　各水試，各水校が協力して所定

の定緑を観測し海況並びに魚群の南下回狩状況を調査し．併せて資源学的調査に重点を置いて実施した。

本調査はこの一環として当水試が指導姶平和茨城丸を使用して実施したもので調査海域は東径141q－50′

へ東経14占8－10′北緯580－18′J緯420－40′．主として金華山より鮫角近海．鮫角東より尻尾崎東

の海域の親潮第1分枝の南下経路にあたる海域について海況・漁況及びサンマ栽軋幼魚の生態調査に重

点をおいて実施しサンマ漁場の開発に努めた○

Ⅱ　　調　査　事　項

調　査　員　　　　第1次・第2次　　高　橋　　　惇

乗　組　員　　　　第1次　　船長　　戸　羽　福　治　外19名

第2次　　船長　　戸　羽　福　治　外18名

Ⅲ　　調査海域及び方法

A　調　査　海　域

第　1　次

北緯58度18分東径141度54分，北緯40度50分東径142度50分．北緯40度50分東径

14‘度10分，北緯41度02分乗径145度58分．北緯41度58分乗径145ま50分，北緯

41度50分東径142度50分．北緯41度59分乗径142度55分の各点を結ぶ海域。
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第1図　第一次観測点及び航跡図（
自8月15日

至8月258

第　2　次

北緯58度14分東径142度50分．北緯41匿OD分東径142度50分巨北緯40度18分乗

径142監18分，北緯4D鹿50分東径142度00分，北緯40度47分乗径145度22

点を密ぶ海域。

B　海　洋　調　査

a　測温採水．Om l Om　25m　50m l OOm150m　200mの各層

b　水　　色　　透明度

e　プランクトン（150m層）の採集

d　稚魚採集　　表層を5分間曳網

C　漁　獲　試　験

各漁場におけるサンマ樺受網の漁業試験

D　魚　体　調　査

各漁場における漁獲サンマの魚体測定
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第2図　第二次鏡測及び航跡図　（

Ⅳ　漁　按試験　設　備

自8月26日

至9月　5日

A　棒受網1組

B　ライト

C　集魚灯

5K l個

500＼V　50個　　網前　500Ⅳ　18個

Ⅴ　一　斉　調　査　の　概　況

第1次航海

8月14日那珂湊港を出港し，8月15日壇釜港に寄港後観測点に向い同日観測した。

海　　　況

野島崎沖をNNE～NEに向って流れをみせる黒潮本流はその前線が沿岸に沿って北上し同時に著しく発

達した黒潮北上分枝が道東沿岸を覆った，その上卓越した黒潮分枝は北海道東沖合へも北上親野乗水へ突き′

出し黒潮前線より分離して暖水塊を形成した　このため穣前橋付近の海況は複雑を様相を呈しながらも最も

－5－



規模の大きな釧路南の暖水塊は沿岸冷水を道東沿岸へ追いやり親潮の南下を阻んでその接触部にかいて鋭

い潮境を形成した。一方栽潮水帯は沿岸屡水塊東側の北緯42壁東径14占慶50分付近と北緯45度東

径145度の沖合暖水塊の東側から南下しつつあわ水温は潜流と在って黒潮系水帯へ突込み次第に強勢と

なった。これを例鴇に比較すると水温は道東沿岸部では2C～4Cの高めであるが沖合の親潮水帯では1
年

C～ちCの低温を示し，下層の水温は道風三陸両海区では1C～5Cの高めとなっていた。

漁場調査

天候条件悪く（台風及びノーム）調査は1暁で打切った。釧路～大黒島南沖合40マイル～50マイル

で1時　20トン前後の漁獲があったが持続せずわずかに潮境付近でナガシ小群がみられる程度であった。
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第5図　0m層水温水平分布図

第2次航海

海　　　況

釧路南の暖水塊，道東沖合の摩水塊はその後も衰えず津軽暖流の弱勢に伴いエリモ岬より南下する親潮．

水帯が南下し北緯41変付近よりSEへ向って突込みがみられた。親潮第2分校は釧路南の暖水塊の東側

に沿って南下し，東側より暖水塊を圧迫しながらSWに向い東径145度5ロ分線に沿って勢力を強めて

いた。大黒島から落石にかけては15～17C台の水温が分布しノサツブ一色舟島にかけては12C～

15こ1台の冷水帯がみられたが例年に比較し同海区では2C～5こ■台の高めと怒っていた。本調査時にお

いては道東海域は親潮の南下が著しく連れ，しかし津軽暖流の衰えるに従って東径145壁50分付近で

は下層において親潮系の潜流が顕著で水温の鉛直分布ではその断片が著しかった。

－4　－
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漁場調査

落石南dO浬の海区で／J、型船50～

占0隻に混って調査し4トン程匿の漁獲

をあげた，群は淡群で灯付は悪かったが

潮境付近で流レJ、群を発見し1時に漁獲

されたものである。その後沖合調査のた

めノサツブSE50－80浬へ移動した

が淡群で灯付は全くなく又魚体も小型で

このため大黒島南50挫～5口軽の海域

へ移り1トン未満の漁獲でありその他は

気象条件悪く漁獲は低調で1つた。

Ⅵ　今次調査の効果

（1）海洋観測の結果，沿岸の親潮第1分

榎は落石崎より釧路沿岸を経てエリモ

岬に向うものと落石崎沿岸より南に下

るものとがあった。又沖合第2分榎は

東径147乳北緯45暖付近より南

下エリモ東で1つはSWに向う流れが

みられた。黒潮の流れは軍．崎東の東径

145覆付近より北に伸びる勢力があ

った。又エリモ相乗には孤立暖水塊が

みられた。

はI　本船が漁獲した大中型魚は道東沿煤

よりの群で群の性状はシラミ淡群であ

ったが待期中のサンマ船に大きな効果

を与えた。

13I　本調査の結果道東近海の海域には2

つの漁場が形成されるものと思われた○

【朗　本船の漁獲した大黒島南の北緯

42度50分東径145匿付近海域

の暖水塊の東側脚押合親潮第2分枝

の南下径路にあたる西側の北緯42

度50分東径14占匿うb分付近海



域の2つで（増の漁場は解禁当初中

」、型魚によ少形成され漸次個の漁

場に移り大中型魚にエゲ群構成を

みるものと思われた。

（4）春季より夏季にかけて実施された

海洋額判の梧巣より今秋の東北海域

の海況を返りみると，川黒潮本流の

流路憶例年に比較し幾分南偏するこ

と。呵エリ判甲近海の暖水塊は若干

長く存在するもめと思われた。

Ⅶ　漁期中漁場調査

1　海況・漁況の概要

9月上旬　沖合親潮第2分校が北

緯45質東径14°廣50分付近よ‾
第六図100m層水温水平分布因

り南西に伸びこの勢力は次第に強ま

り又，沿肯部を南下する親潮第1分枝も強くエリモ南に転17壁親水帯の張り出しがみられた。漁場は

北緯42度40分東僅14°嗟50分付近の親潮第2分枝の南下水或にかレ1て形成され又，エリモ岬南

の褐潮第1分枝においても若干の漁塵をみた。

中旬　沖合親潮第2分枝は勢力を増大し先端は北緯41度50分付近に達し又沿岸の第1分枝の南下

も激しくなりエリモ東にあった暖水塊は消滅の形をたどっていた。漁場は釧路東の潮境：上とエリモ南南

東の暖水塊の南側において前半に漁獲があつたが後半においては消滅し新に軒崎虞の北線40度東径

145度40分付近のエリモより南下する親潮分枝の先端において漁獲をみた。

下旬　今旬に入り海況　沿沿　部に　レ、て′て＝r二時東にある暖水塊の影響もあって（又津軽暖流の影響によ

り）東沖よりに変化した．即ちエリモ岬よ少例年才ここ；崎に向う第1分枝はSEと　崎沿岸沿レ1に南下し暖

水塊間辺に顕著を潮境を形成した．漁場はエリモ東の15C水帯の先端部と北緯41度50分東径147

度50分海域に形成されたが漁況は全般に不振であった。

10月上旬　海況は大きく変動した。即ち北緯45堰東径147度付近上りSSWに張り出す15C

水帯は今旬に入り勢力を増大し先端はエリモS E50浬付近に達し．又津軽暖流の東への張お出しが弱

まって水温の下降をみた。筒や崎沖の孤立暖水塊が発達してきたのがみられた。漁場は道東沿岸沿レ、K

前半みられ後半に尉いては前述した暖水塊の発コ垂に伴い暖水塊周辺の北側及び東側に封レ1て形成され漁

況は好漁をみた．又前半津軽海狭尻屋崎北側におレ1ても若干漁獲された。

中旬　親軌錮支の増勢が目立ち水温の下降が激しくなってきた。第1分枝はエリモ岬より南下するも

のと，東径14占檻付近を南下するものとがあって第2分枝は今旬北緯59億線にまで南下をみた。漁

一‘－



場はエリモ岬よわ南下する親潮第1分枝上において形成されかなり清瀬を漁況をみせた。又暖水塊周辺の

漁場は今旬に入力南側において前半漁獲をみたが後半において漁場は消滅した。

下旬　三陸北方海域は暖水帯の勢力増大に伴い南下を阻止されて海況は全般に停滞ぎみてあった。漁場

はエリモ岬近海と尻尾崎東近海に形成され漁況は好転した。又魚群の先端群は今旬に入り金華山以南にみ

られ漁獲をみた。

11月上旬　親潮の流れは沿岸部を南下する第十分枝が道東沿一旨部より綬角東に達するものと二時東の

北緯40度東径148匿付近よりSWに伸び暖水塊を迂回し金華山近海佗逢して塩屋疇東の膵水帯との間

に顕著を潮境を形成していた。漁場は克∴埼近海と金華山SE－ESE海吸．又後半には本県沖合に形成さ

れ金華山近海と本県沖合祀おいて若干好漁をみた。

中旬　全般的に水温は下降した（1C～2C）が東、1時東沖の暖水塊は以前として存在しておった。漁場

曙‾三・噛近海より尻尾崎～エリモ近海と津軽陵流．親潮の南下流域にかレ、て形成されたが漁況は思わしくな

かった。

下旬　三陸．常磐沖にかけての水温は低下を示したが全般に例年上り1C～2℃満温を示していた。暖

流勢力は犬吠近海上狛ヒに伸びて塩尾崎東近海に影啓をおよほし塩尾崎近海では18C～19℃の格差の

激しい海況を示していた。漁場は前般諾．－：崎近海で南北に伸び又後半において．塩屋崎東近海と犬吠近海に

形成されたが漁況は不振で終了近レ1状態をみせていた。

12月上旬　犬吠近海より北に向い塩屋崎沿岸に向う暖流系水帯と金華山近海より塩屋崎近海に伸びる

親潮系水との間に顕著を潮境を形成していた。漁場は塩屋崎近海の潮境上と本県北都近海に形成されたが

魚群の南下速度早く又」、型魚の混獲多く漁況は不振であった。

本年の海況と漁況の概要

11）黒潮の流れは全般に南偏し蛇行が顕著であった。t2傾水塊の出現が漁期初めエリモ岬東沖に出現．又三：

崎東沖にかな勿発達した前記は9月中旬．後者虻11月中旬まで同海域に侍帯した。（3）親潮の流れは沿岸

部において暖水塊の影響により南下努力は弱く沖合分枝の南下は強勢であった。（4）津脛暖流の張少出し及

び南下は例年より弱勢であった。

Ⅷ　操　業　経　過

第1次

漁期前漁場調査詔了後引続き漁場調査に移少今航海は北緯42度45分東径145度付近と沖合の北緯

a2度50分東径149亜45分の2つの海域を操業したが漁況は思わしくなく4．ト二に頼った。

第2次

漁場は近海に移少北緯41度18分～北緯59度55分東径144度59分一束径14°度09分水温

25．7C～18．2Cの水帯で操業tたが漁獲は前航海同様12トンに過ぎなかった。

第5次航海

漁場は北に移量りと綽41度02分～北緯42度55分東径142匿52分～東径147度41分と広範周

一7－



に亘り操業12．1トンの漁獲をみた。

第4次‘

漁場は綾里椅近海よわ金華山」近海に移り水温177℃～1鼠OCで‘日間操業（いづ九もシラミ群）2・5

トンの漁獲に終った。

第5次

漁場はエリモ岬南の沿岸親潮系水の南下先端佗おいて形成され本船も2日主にシラミ小群操業漁況好転

に伴い22．0トンの漁獲をあげた〇

第‘次

ェリモ南の漁場の魚群は親潮流のSWへの張り出しによって西に移動従って漁場も尻屋崎近海に移った8

本船もエリモ岬南において70卜／尻屋崎東にかいて10・5トンをあげた。

第7次

漁場は不振となった。今航海の漁場は親潮流の南下増大に伴い漁場は分散し‘∴崎近海で1・8綾里近海で

2．8ton　の漁獲をみた忙過ぎず全般に不況であった○

第8次

漁場は1∴崎近海及び金華山近海と今航海に入り犬吠近海の5海域に形成され本船は金華山近海と絞角近

海を操業4．0トンの不漁にて帰港した。

第9次航海

東北海域全般（沿岸～近海）にかいて南北に形成された。本船は塩屋崎近海操業したが2・5トンの漁獲

に過ぎなかった。

第10次

漁場は金華山以南で消滅の形をたどり反対に尻虚崎～■7－∴崎近海において活慢となった8本船も尻屋東海・

域を操美し1晩に8．5トンの漁獲をみた0

第11次

漁場は南に下り　崎近海の15てフ～17℃台で形成されたが不払今航海托犬吠岬近海を操業し．

1．25トンの漁獲をあげたにすぎなかった。

第12次
屁

本県近海を操業したが風悪く操業意の如く売らず550Kタで帰途についた〇

第15次航海

今航海は塩屋崎南東近海を調査操業するも漁にあたれず皆無に終った。

第14次

前航海に引続いて常磐海域を調査操業したが漁況は思わしくなく75蜘漁獲をみたrこ過ぎなかったb

第15次

前航海同琉漁場凋査を常磐海域に葺いて行ったが漁況は思わしくなく全くの皆無に終った。

第1占次

漁況は不振で常磐近海にのみ集中したが漁群は少く500晦の漁獲に過ぎなかった〇

・一一8　－



第17次

前航海同様漁場は塩屋崎近海におレ1て形成されたが漁況は不振で90ロ晦の漁獲をみたKすぎなかった。

第18次

塩屋暗東近海に漁場は停滞していたが漁況は若干活獲となって1暁2．0トンの漁獲をみた。

第19次

漁場は若干南に移りシテミ小群汲群操業4．1トンの漁獲をみた。

第21次

塩屋崎近海の漁場は消滅して今航海は犬吠近海の潮境に移ったが漁鮮少く今航海の漁獲は1．5トンに縛っ

た。

第22次

前航海同様漁場は犬吹近海で操業したが漁況は不振で250晦に過ぎ終了を思わせた。

筒．第20次及び第25次航海はサンマ柊了前の漁場調査を実施したのでこの項は別に報告することにし

た○

サニ／マ漁況報告

第　　　 1　　　　 次　　　　 航　　　　 海

月　　　 日 9／／る・、・乳′ワ 9／8 9 ／9 9／1 0 － 9／11 ㍍ 1 ～ くレ1 2 9／Ⅰ2

時　　　 分

漁 位 l

場 置

縫　　　　　 噴 4 0 －5 8　 N 4 2く」 5 0′ 4 20－2 2 4 2 －4 7‾ 4 2 －4 8 4 1－4 5

程　　　　　 度 14 5　巳．1げ　E 1 4 4 －5 6 1 4 7 －1 9 1 4 9 －5 5 1 4 9 －5 5 1 4 5 －5 2

気

象

天 候 ・ 気 温 B li C B C B B

風 向 ・ 風 力 lW　　 5 E N E　　 5 E　　　　 l W　　　　 2 W　　　 l S W　　 l

海

況

水

温

表　　　 面 2 0．5 1 5，° 1 4．2 1 a 9 1 5．9 2 0．1

水面下　 米
l

海

流

方向 ・速さ

潮　　　 目

水　　　　　 色 5

魚

群 、

種　　　　　 類 ナガシ′J、 シラミ　 小 ナガシ　 イ＼ シ ラミ　 ′J、 ′

洩　　　　　 汲 淡 ■ ■ ′ ■ ′

漁＿

具

操業 開 始 時 刻 0 1 一・月 2′ 1 9 －・1 5 1 9 －0 0 2 0 －4 0 1 9 －1 5

操業 終 了 時 刻 0 2 －0 0 2 0 －4 5 0 2 －5 0 0 1 －0 0 2 5 －3 0

．使　 用　 回　 教 曳 5 5 1 5

灯　 付　 状　 態 不　　 良 不　　　 良 ′ ′ ′

麓

平
均
体
重

サ
ン′
マ

数　　 量 1，5 0 0　Kダ 5 7 5　極 1．5 8 【】 2 ‘5 7 5 D

平 均 体 重

其

の

他

l

ー　 備　　　　 考 l l
≡



第　　　　 9　　　　 次　　　　 航　　　　 海

月　　　 日 9／1 ‘へ♀′1 7 り1 7 【∫／1 8 9／18 ～ 9／1 M 9 乳′つ0 ′J レ2 1 ●　　　一

時　　　 分

漁 飯

場置

緯　　　　 度 4 1 0－1 8′ 4 0 －5 5 4 0 －1 8 5 9 －5 5 4 【】－．5 5 4 1 －0 2

淫　　　　 鹿 1 4 4 －5 9 1 4 5 －1 9 1 4 5 －2 2 1 4 °－0 5 1 4 5 －5 2 1 4 4 －2 ‘

気

象

天 候 ・気 温 C C C C 8 C

風 向 ・風 力 W　　 l W　 l W　　 l S E　　　　 5 N W　　　　 3 S S W　　 l

海

況

水 表　　　 面 2 〔I2 －1 8．1 1 8 8 －1♀‘ 1 ♀8 －・2 1．5 2 0．5 「2 ま7 2 1．0 －2 2 5 1 ♀9

温 水面下　 米

海 1方 向 ・速さ

流 と潮　　　 目

水　　　　 色

魚

群

種　　 ‾　　 類 ■ ′ ′ ′ シ ラミ小 ■

濃　　　　 淡 ′ ■ ′ 淡 ■

漁

具

操業開始時刻 2 1－5 0 1 9 －5 0 2 0 －0 5 1 9 エロ0 2 1 －0 ∩ 0 0 －2 5

操 業 栢了時刻 0 5 －2 4 0 4 －1 0 0 4 －1 5 1 9 －5 0 D 5 －5 0 0 0 －4 0

F 使 用　 回　 数 9 1 8 占 1 7 1

灯　 付　 状　 態 や や 良 ′ 良　　 好 不　　 良 不　　 良 ′

覆

平
均
体
書

ロ

マl

数　　　 量 もn D ロー毎 i O O OK乎 4．7 d O b 1 1．□0 0侮 0

平 場　 体重

「慧

他

† 芦＋ ＋＋＋ ；

備　　　　　 考 1

第　 4　 次 航 海 第　 5　 次 航 海 粛 ‘ 次 疏 i医

月　　　 日 10／1 1 1M H a／12 1M d 1M 7 10／つきJ 風／2 5 1q／ウシ司ル々4

時　　　 分

芸 慧■　 経　　 度 5 8 －1 ‘ 5 8－1 9 4 1 －1 7 4 1－1 5 4 1－・5 8 4 1－0 5

経　　 ．壕 1 4 4 －0 5 1 4 4 －1 5 1 4 4 ・．8 ° 1 4 5 －5 9 1 4 5 －5 8 1 4 4 －1 9

気

象

天 候 ・気 溜 C R C B B　　 ＿ 8

風 向 ・風 力 E　　　　 l E　　　　　 l S W　　　　 S S W　　　 4 N E　　　 l N N E　　 l

海 l

況

水

温

表　　　 面 1 8．4 －5 1 9 5 －2 0．8 1 4＿5 1 4．8 1 5．1 1 6．2

水 面下　 米

海

流

方向 ・涼 さ

】潮　　　 目

水　　　　 色

魚

群

應　　　　 類 シラミ小 ′ l ■ ′

■ 淡 ≒　　 f i綴 漆 ′

漁 ＝操業開始時刻 0 1－5 5 1 9－5 5 】 1 8 －2 5 0 0 －0 ロ 1 7 －0 0 1 8 －4 0

操 業靂了時刻 0 4 ・・・0 0 0 0 －5 0 2 5　 －4 g 」 0 4 －0 0 D 5 －1 8 0 2 －4 1

具 借　 用　 r司　 教 d 1 2 1 1 5 4 i l d 1 0

灯「　 付　 状　 ＿熊 ■
■　　 ‡　　 ′ 不　　 良 l　 良 ：不こ　　　 自

遭 ⊆サ
ンー
マ

汝　　　 卓 5 0 0K¢ 1．2 8 DKク 9 8 O K¢ 2 1．u O OK 8．0 0 0 K 9 4．5 0 0Kα

平 士白イ太青

　 】
′‾ヽ 1

l
l

1 l

体 ・

㍉竺」r
l

】 1



第　 5　 次 航 海 l　　　　　　　 第　 4　 次 航 海

9／2 瑚 ‘ 醐 ∽ 9 も′2 明 1M 1 8 ／筍 ■ 1　 1∽ ，担 d

4 1 ．・0 5 4 1 －0 2 4 2 －2 4 4 2 ・－5 9 5 9 －2 5 5 8 －5 5 5 8 －1 6 3 8 －2 5

1 4 5 －5 ‘

C

N l

ユ阜＿卓＿▼

1 4 7 － 4 1 1 4 7 －4 0 1 4 8 － 5 0 1 4 5 －5 9 1 4 4 －5 5 1 4 5 －1 8 1 4 4 － 5 1

B C B C B C C C

W　　　　 S N W　　 2 N W　　　 4 S S W　 1 E S E ：　 5 S E　　　 5 ■ N N 仇7　 2

1 8．5 1 8．2 1 4 2 －1 5 ． l d．8 1 ♀7 1 8，4 1 7 7 1 9 ロ

l

ゾ ラ ミ小 ′ シ ラ ミ′J、 ■ シ　 ラ　 ミ ′ ′ ′

■ 漁 淡 ■ ′ －

1 8 －0 0 2 2 －1 5 8 2 －1 0 1 9 －0 0 1 8 －－1 5 0 1 －1 1 ロ5 －0 0 1 8 －5 5 2 1 －1 5

2 5 －2 5

2

不 ＿ ＿」 ま

0 0 －卿 0 0 2 ・－5 0 0 4 －1 5 0 2 －2 ‘ 1 9 －0 5 0 1 －5 2 0 5 －2 【】 2 5 －．4 0

5 4 7 5 4 1 1 5

′ ′ 良　　 好 不　　 良 ■ ′ や　 や 良

0 ろ0 0 0 K 邑針 目〕K¢ 1，ロ0 郎b 8 0 0 晦 1 5 0 随 2 5 0 K 9 4 5 加わ 型 ．痕 ：．

l

‡
】

－

第　 7　 次 航 海 第 8 次 碗 海 萌 9 次 航 海 第 1月次 或 ＿▼

11ノ柏 、1 1／17
10／2 4 」 ル 感 11 ／2 1 1／5 1 1／囚 1／5 1 1／8、11／？ 1／9 J H ／1〔】 1 ∽ 5　 llべきJ n べ 4

4 1 －0 5 5 9 －2 2 5 9 －2 ° 1 5 8 － 5 5 5 7 －・5 4 5 7 －4 4 5 7 － 1 5 5 7 －0 8 4 1 －2 旦＿

1 4 4 J l D
1 4 2 －0 2 1 4 2 －5 5 1 4 2 一口8 1 4 2 一・0 4 1 4 5 －5 7 1 4 1 －4 8 1 4 2 －5 1 1 4 2 －2 0

8 C C 8　 －・C B C R R ＿」 L

W　　　 2 E　　　　 4 S　　　　 2 S S W　 l N W　 l E　　　 2 W　　 l N F：　 ク S R

1 ＆8 －1 ム11 8．1 1 エ4 1 7 8 ス銅 48 －1 1 4 ．8 1 8．8 1 5 5 1 8 d

1

′ ′ ′ ナ ガ シソト ウ′ラ さ′ト ′　 】 ナ ガ シ′l、
J Jし こ」、＿

汲 ⊥＝二 浪′ ′ ′ 渉　 ■ y賂 ■ ■

2 0 －・0 5 0 0 －4 5 1 7 － 5 2 1 7 －5 0 1 9 －8 2 1 7 －0 ° 0 5 －4 5 ク1 －4 5 2　 －・d D

D 4 －5 80 5 －－0 0 0 4 －4 7 2 5 －2 5 0 クー0 5 0 2 －0 5 0 2 － 1 5 0 5 － 1 5 口5 －1 7

1 5 5 1 5 1 2 1 ロ ′ 4 1 ∩ ＿⊥

白 ＿＿＿鑑 －

建 ＿旦上お＿

■ ′　　　 ナ ■ 白 二不　　　 良 オこ　　　 畠 ‡ ′
ヱ2 0 ロ他 5 °D K O 1．4 日O K q 2 ＿d D □KQ 2 ＿5 0 D K q 1＿5 D O K ¢ 5 0 n Y b ‘ 1 R O n K b

」

l l

†

】 l 4



第 1 1 次1航海 宗 1 2次 航 海 第 1 5 次」航海 第 1 4次 航海 第 1 5次航海

月　　　　 日 11／1 M l／20 11／2 0 1レ公 一11／22 11／Zd一日ノ々 7 11／セ8－11／2 9 1 1ノヨ】

騰　　　 分

漁

場

線　　　　 度 5 ‘－1 9 さる－0 9 5 ‘－2 5 5 ‘－4 2 5 6 －1 8 5 ‘一・・2 5

経　　　　 歴 1 4 1 －0 8 1 4 1 －1 1 1 4 1 －5 8 1 4 1 －2 1 1 4 〔〉－5 9 1 4 0 －5 8

気

象

天 候 ・気 温 B 8 B B C C

風 向 ・風 力 N W　　　 5 N W　　　 l N E　　　 l S E　　　 l N E　　　　 5 N N E　　 2

海

況

水

温

海

流＝

1 7 d 1 8．8 1 9 8 1 7 2 －1 ♀8 1 8．1 1 8．4

潮　　　 呂

水　　　　 色

■魚

群

漁 ‡

【
具 巨

シ ラミ」、 ′ ■ ′ ′

濃　　　　 淡 淡 ′ ■ ■

操業開始時刻 1 7　 －0 0 1 7－0 0 1 7 －5 【】 1 7－5 0 T 7 －5 0 1 7 －5 0

　 口
操業柊了時刻 0 1－0 0 2 0 －0 0 0 4 －5 0 0 2 －8 0 0 1 －2 0 2 5 －0 0

使 用 回　 数 4 5 t　　4 2 2 1

灯 付　 状： ：態 不　　 良 不　　 良 ● 不　　 良 不　　 良 ′

■サ 昔 1，0 0 01お 2 5 8Kダ 5 5 0晦 0 7 5隠 0

物

平
均
豊

i

】

l
l t

老

第 1 8 次 航 海 第 1 7 次 航 海 第 1 8 次航海 第 1 9迭 航海

月　 日 12／Z J l乙′5 12／ノ5 12／7 i　 lZ′匂 1乙1 H z′1 2 1≧炬 ＿＿＿

時　 外

漁 5 7 一口4 5 7 －0 7 5 7 －D 7 5 7－1 1 5 °－5 1 5 ‘－4 4

場 霹　　　　　 膠 1 4 1－5 4 1 4 1 －4 8 1 4 1 ・－5 2 －1 4 1 －5‘ 1 4 1 －5 1 1 4 1－5 4

気

象

天 候 ・気 漏 B 8 B B B B

風 向 ・風 力 E N E　　　 2 N N E　　　 5 W　　　　　 5 N W ■▲　 1 N E　　　 l S W　　　 2

海

況

水

l温

裏　　　 面 1 9 1 1 5．5 －1♀0 1 7 9 1ふ2 1 乙1 1 jを旦＿

水面下　 米

海

流 ．

方向 ・凍さ

潮　　　　 R

水　　　　 色

魚

＿群漁

具

席　　　　　 類 ナ ガシ／卜 ナ ガシ／卜 シラ＿さ／l、 ■ ナ ガシソlヽ シ ラざ／Jヽ

浪　　　　 淡 ◆ ′ 丁．て 】賂

操業儲 始疇刻 1 7－5 0 1 7 －5 0 2 1 －1 8 1 8 －8 0 1 9 －4 5 8 2 －1 5

操 業 終了陰刻 0 2－0 0 2 5 －0 0 2 2 －4 1 2 5 －2 0 0 5 －5 0 0 5 －・4 5

；1軍　用 「司　 教 1 0 1 2 5 1 0 1 7 4 ＿－

′ ■ ■ ● 禿－ ＿＿j 」

変

平
喜

サ
ン’
＿盈－ 5 0 0きb 1 5 0 0Kタ 1 0 0 R O O K q 4＿クD nr b d n nだと

平 ゴ白低 量

其

の

他

1 l

l

】

・　 備　　　　　　 考 l

－12　－



第19次航海i第21次航海！　　第22次航海
I　 月　 日 ！12バ封 ∽ ‘ 12′甘・」∽ 1 12月2 ‡ 1∽ 5

l
t　　 時　 分 】　　　 l

】

1経　　 度 5 5 －5 6 55 －4 5　　　　　 55 －4 4 55 －50 サ サ

経　　 度 1 4 1－11 14 1－20 1 4 1－0 9 14 1－1 5 ン′ ン′
気 l

象

天候・気温 C C R C マ マ

風向・風力 W　　　 l NW　　　 5 N　　 S W SW　　　 2 柊 終

海

l

況

水 表　　 面 1 Z9 17 1 1 ヱ‘ 18．0 了 了

温 水面下米 期 期

海 月句・素 観 観

流潮　　 目 測 測

水　　　 色

魚

群

種　　　 類 シテミ小 ′ ′

浪　　　 淡 淡

漁

具

操業開始時刻 17－5 0 19－18 2 2－0 0 19－52

業種了時刻 0 2－10 8 4 －4 5 25－4 5 2 ロー5 8

任 用回 数 1 5 8 4 2
l　 0灯　 付　 状　 態 ■ 不　　 良 ′

蕩 ヨサ
バ／
■マ

‘数　　 量 鼠70 0KP 1，5 1OK甲 乙00 0t毎 5 0Kウ 0

平均体重

僅

l

其

日の
…他

　　　 」

’備　　　　 考

－15　－


